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第 I 部「植民地統治の枠組」は第 E 部への導入をかねたもので，一法制史，経済制度史に関す
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る 2 つの章を収めている。まず第 1 章「日本における植民地統治思想の展開」は，日本の植民
地経営に支配的であった主要な統治思想および政策の展開を 4 つに時期区分し，それら各時期













































































































































































(2) 河合和男・安明憲『植民地期の朝鮮工業』未来社， 1991年，第 5章，特に165~177ベージ。
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鮮の対日貿易収支の入超が拡大する一因となっている〉対外貿易収支が出超に転化したので、あ
るが，それも外貨獲得とはならないブロ y ク圏内貿易の出超によるものであり，ブロック圏外
との貿易ではかえって赤字幅を拡大させていた。すなわち，朝鮮の貿易構造も，決済問題から
みると，対外貿易の出超が第三国貿易における入超を拡大させ，それが日本の正貨流出をさら
に増加させることによって外貨危機をますます悪化させるという矛盾した構造をもっていたの
である。
けれども，これまでの研究史を実に多くの文献によって整理したうえで，著者は 2 つの「視
角」からの検討を行なっているが，いままで研究対象を朝鮮，それも特定の分野だけにとどま
っていた私にとって，本書を通じて日本植民地支配総体の全体的構造やその中での朝鮮の位置
づけや特質などに関する貴重な成果を知ることがで、きた。他の植民地に関しでも言うまでもな
し、。
また「数量経済史」的アプローチの植民地論への導入という分析方法ふ客観的歴史分析に
は欠くことはできない。植民地に関する統計が少なししかも欠陥が多いことから，著者が
「あとがき」で「限界は限界としてそれが拓きうる未開地は……少なくない」と述べているよ
うに，新しい基礎資料の発掘・整備・推計というアプローチは極めて意義深いといえよう。
本書は，日本植民地経済史研究全体の水準の引き上げに多大な貢献をしている。第 4 章以降
は 2 大植民地である朝鮮と台湾に限定しているけれども，著者自身も各章において「比較史」
的植民地経済史への「序論」にとどまるとか，予備的考察であるとか，第 1 次試算であるとか
述べたり，また実に多くの重要な問題提起をしたりして，本書で提示した視角と分析手法から
の今後の研究にたいする並々ならぬ意欲を示しているのである。著者の研究は同時に個別研究
の深化をも促すものであり，本書を通じて著者の視角からの研究と個別研究との相互交流の必
要性を改めて痛感させられた次第で、ある。
なお最後に，私の力量不足のために本書の論点を正確に捉えていなかったり，主旨を取り違
えていることも多々あるかもしれない。その場合にはどうか御寛恕をお願いしたい。
(著者は京都大学人文科学研究所教授〉
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